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Jα- ∫ Jβ- 0･5J
図 2 bondモデル
Cayley樹上のHQisenberg模型
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関数に外向減衰の指数関野因子を乗 じて得られる｡ A･B は共に一次元波動方程式の形
をしているが,いずれも-ケの ｢表面局在モー ド｣をもち,その動 径関数は内向に指数
関数減衰している｡ これに対応する固有関数は指弊関数が相殺 してしまって奥まで浸入
していることになる｡ 実際行列Aの場合の/｢表面モード｣は各点とも-様な波動関数に
対応し,基底状態と縮退した状態である｡ A,tB の波動モー ドは外向減衰にな､るわけだ
が,N-ナ- でも自由度の小さいB行列が存在し,有限自由穿問題が残存する.
エ東ルギーの低い励起は ｢表面モー ド｣のカであり,準位
fln- rnL]･o (0< γ<1,n-1一,2,･･)
が γndo重縮退という具合に集積するo
magnonをboson とみなして,このスペク.トルの場合に無限小温変で励起するrnag-




れば励起スペク トルは 写-2>てこ丁 ｡｡skという形に示って,ギャップ Z-2vr声了
か存在することが判 る｡このことから判断して,<この樹の Ising 模型の場合と同じよ
ぅに,中心部には摘 磁化2),3)が存在しうると考えられる｡
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